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付 則      

 (改 訂 履 歴 ）    

訂 番  年 ・月 ・日  頁    承  認  

0 1  平 成 14 年 4 月 1 日  － 新 規 作 成    

0 2  平 成 17 年 4 月 1 日  －  運 営 体 制 及 び協 会 組 織 変 更    

0 3   平 成 18 年 7 月 7 日    協 会 組 織 変 更     
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エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル 要 員 の 試 験 ・ 研 修 規 程  

（ 目 的 ）  

第 １ 条  ガ イ ド ラ イ ン 第 ６ 章 に 定 め る シ ス テ ム 認 定 審 査 員 お よ び デ ー タ 検 証

員 （ 両 者 を 合 わ せ て 「 要 員 」 と い う ） の 資 格 要 件 に 係 わ る 試 験 お よ び 研

修 に 関 す る 細 目 を 定 め る 。  

 

Ⅰ  試 験 関 係  

（ 試 験 実 施 計 画 等 ）  

第 ２ 条  エ コ リ ー フ 事 業 室 （ 以 下 「 当 室 」 と い う ） 責 任 者 は 、 要 員 の 増 員 、

補 充 、 並 び に 、 シ ス テ ム 認 定 し た 事 業 者 か ら の 要 請 等 を 勘 案 し 、 合 否 判

定 基 準 を 定 め る と と も に 、 試 験 実 施 計 画 を 策 定 し 実 施 す る も の と す る 。

な お 、 こ の 実 施 計 画 に は 、 試 験 実 施 案 内 書 の 作 成 ・ 配 付 、 受 験 申 込 受

付 ・ 受 理 通 知 、 試 験 会 場 の 設 置 （ 第 ６ 条 ） 、 試 験 当 日 の 要 領 （ 第 ７ 条 ） 、

採 点 ・ 合 格 通 知 （ 第 ４ 条 、 第 ５ 条 ） 等 の 試 験 実 施 に 関 す る 一 連 の 事 項 を

具 体 的 に 含 め る も の と す る 。  

２ ． 当 室 は 、 試 験 の 実 施 を 告 知 す る と き は 、 当 室 ホ ー ム ペ ー ジ 上 に 行 う

と と も に 、 要 員 資 格 取 得 を 希 望 し て い る と 考 え ら れ る 者 、 グ ル ー プ 、 組

織 を 十 分 に 考 慮 し た 告 知 手 段 を 採 用 す る も の と す る 。  

 

（ 試 験 問 題 の 作 成 ・ 管 理 ）  

第 ３ 条  環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 問 題 は 表 １ に 、 Ｌ Ｃ Ａ 試 験 問 題 は 表 ２ に そ れ

ぞ れ 基 づ く こ と と す る 。  

２ ． 作 成 さ れ た 問 題 は 、 当 室 責 任 者 の 下 で 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 問 題

お よ び Ｌ Ｃ Ａ 試 験 問 題 と も そ れ ぞ れ ３ 種 類 の 出 題 グ ル ー プ に 分 類 し 、 そ

れ ぞ れ の 試 験 の 度 に 異 な る 出 題 グ ル ー プ を 適 用 す る も の と す る 。  

３ ． 当 室 責 任 者 は 、 試 験 問 題 の 最 新 性 、 適 切 性 を 図 る た め に 新 規 問 題 作

成 を 含 む 試 験 問 題 の 維 持 管 理 に 努 め る も の と す る 。  

４ ． 当 室 責 任 者 は 、 試 験 問 題 の 外 部 へ の 漏 洩 を 防 ぐ た め 、 当 室 内 に お け

る 厳 格 な 管 理 が な さ れ る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 

（ 環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 ）  

第 ４ 条  環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 は 、 シ ス テ ム 認 定 審 査 員 お よ び ／ ま た は 検 証

員 の 資 格 取 得 を 希 望 す る 者 の 環 境 マ ネ ジ メ ン ト に 関 す る 知 識 水 準 を 確 認

す る こ と を 目 的 と し 、 試 験 問 題 は 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト に 係 わ る 手 法 類 の

構 成 、 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム 等 手 法 そ れ ぞ れ の 概 要 、 環 境 マ ネ ジ メ

ン ト が 求 め ら れ る 背 景 ・ 現 況 に 関 す る も の 、 お よ び 製 品 の 生 産 技 術 ・ 管

理 に 係 わ る 基 礎 知 識 を 内 容 と す る 。  

２ ． 環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 の 問 題 形 式 、 １ 回 当 た り の 出 題 数 お よ び 問 題
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の 構 成 、 お よ び 試 験 時 間 は 以 下 の と お り と す る 。  

①  問 題 形 式 ： ４ 者 択 一 式 の 筆 記 試 験 と す る 。  

②  出 題 数 ・ 構 成  ： １ 回 当 た り ２ ０ 問 の 出 題 と し 、 出 題 す る 問 題 の

構 成 は 表 １ の 「 出 題 数 」 の 欄 に 示 す と お り と す る 。  

③  試 験 時 間   ： ６ ０ 分 と し 、 終 了 し た 者 に つ い て は 試 験 開 始 後 ３

０ 分 後 か ら 退 席 可 能 と す る 。  

３ ． 環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 の 採 点 は 、 当 室 責 任 者 の 指 示 の 下 に 当 室 内 で

行 う こ と と し 、 採 点 は 次 の 要 領 で 実 施 す る も の と す る 。  

①  各 問 の 正 解 の 選 択 肢 一 つ を 明 確 に 選 択 し て い る も の の み を 正 解 と

す る 。  

②  無 回 答 ま た は 二 つ 以 上 の 選 択 肢 選 定 と 判 断 さ れ る 場 合 は 、 不 正 解

と す る 。  

 

（ Ｌ Ｃ Ａ 試 験 ）  

第 ５ 条  Ｌ Ｃ Ａ 手 法 を 実 行 で き る 能 力 を 有 し て い る か 否 か を 確 認 す る こ

と を 目 的 と し 、 Ｌ Ｃ Ａ の 基 本 概 念 、 手 法 の 枠 組 、 基 本 規 則 ・ 手 順 等 の 基

本 的 知 識 の 確 認 に 止 ま ら ず 、 Ｌ Ｃ Ｉ デ ー タ の 作 成 、 修 正 、 算 出 等 の 実 務

に 対 応 可 能 な 実 際 的 な 計 算 能 力 を 測 る 内 容 と す る 。  

２ ． Ｌ Ｃ Ａ 試 験 の 問 題 形 式 、 一 回 当 た り の 出 題 数 お よ び 問 題 の 構 成 お よ

び 試 験 時 間 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

①  問 題 形 式   ： 計 算 問 題 を 含 む 記 述 式 筆 記 試 験 と す る 。  

②  問 題 数 ・ 構 成 ： １ 回 当 た り 記 述 式 問 題 １ ０ 問 お よ び 計 算 問 題 ２ 問

の 計 １ ２ 問 の 出 題 と し 、 出 題 す る 問 題 の 構 成 は 別 表 ２ の 「 出 題 数 」

の 欄 に 示 す と お り と す る 。 。  

３ ） 試 験 時 間   ： １ ２ ０ 分 と し 、 終 了 し た 者 に つ い て は 試 験 開 始 後 ６

０ 分 後 か ら 退 席 可 能 と す る 。  

３ ． Ｌ Ｃ Ａ 試 験 の 採 点 は 、 当 室 責 任 者 が 指 名 す る Ｌ Ｃ Ａ 専 門 家 で 構 成 す

る 採 点 パ ネ ル に お い て 行 う こ と と し 、 採 点 は 次 の 要 領 で 実 施 す る も の と

す る 。  

①  採 点 パ ネ ル は 、 模 範 解 答 と 照 合 し て 各 解 答 を 評 価 し 採 点 す る も の

と す る 。  

②  １ 人 の パ ネ ル メ ン バ ー の 偏 っ た 評 価 を 避 け る た め 、 採 点 パ ネ ル は 、

１ 問 当 た り の 配 点 に つ い て パ ネ ル 全 員 の 合 意 を 形 成 し 、 採 点 に 当 た

る も の と す る 。  

③  計 算 問 題 は 、 正 解 で あ っ て も 計 算 プ ロ セ ス に 理 解 不 足 が 見 受 け ら

れ る 回 答 に は 減 点 を 行 う も の と す る 。   

 

（ 試 験 実 施 場 所 ）  
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第 ６ 条  当 室 は 、 試 験 実 施 に 当 た っ て は 、 採 光 、 静 穏 、 十 分 な 受 験 者 １ 人 当

た り の ス ペ ー ス 等 の 環 境 が 確 保 で き る 試 験 会 場 を 手 配 し な け れ ば な ら な

い 。  

 

（ 試 験 当 日 の 要 領 ）  

第 ７ 条  環 境 マ ネ ジ メ ン ト 試 験 お よ び Ｌ Ｃ Ａ 試 験 の 試 験 実 施 当 日 の 要 領 は 次

の と お り と す る 。  

①  解 答 は 問 題 用 紙 上 に 記 入 さ せ 、 解 答 さ れ た 問 題 用 紙 を 受 験 者 全 員

か ら 回 収 し 、 受 験 者 に 問 題 の 持 ち 帰 り を 認 め な い こ と と す る 。  

②  受 験 者 に は 、 受 験 に 当 た っ て 参 考 書 ２ 冊 ま で の 持 込 を 認 め る こ と

と す る 。  

③  試 験 会 場 で の 監 督 お よ び 管 理 は 、 少 な く と も ２ 名 の 当 室 役 職 員 が

当 た る こ と と し 、 試 験 開 始 前 １ ０ 分 間 を 使 用 し て 受 験 者 に 受 験 上 の

注 意 お よ び 合 格 通 知 の 要 領 を 説 明 す る も の と す る 。  

 

 

Ⅱ  研 修 関 係  

（ 研 修 実 施 計 画 等 ）  

第 ８ 条  当 室 責 任 者 は 、 要 員 の 増 員 、 補 充 並 び に シ ス テ ム 認 定 し た 事 業 者 か

ら の 要 請 等 を 勘 案 し 、 研 修 実 施 の 計 画 を 策 定 し 実 施 す る も の と す る 。 な

お 、 こ の 実 施 計 画 に は 、 研 修 実 施 案 内 書 の 作 成 ・ 配 付 、 受 講 申 込 受 付 ・

受 理 通 知 、 研 修 会 場 の 設 置 （ 第 １ ４ 条 ） 、 研 修 当 日 の 要 領 （ 第 １ ２ 条 、

１ ３ 条 ） 、 評 価 ・ 修 了 通 知 （ 第 １ ５ 条 ） 等 の 研 修 実 施 に 関 す る 一 連 の 事

項 を 具 体 的 に 含 め る も の と す る 。  

 

（ 研 修 カ リ キ ュ ラ ム ）  

第 ９ 条  シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 カ リ キ ュ ラ ム は 別 表 ３ に 、 検 証 員 研 修 カ リ

キ ュ ラ ム は 別 表 ４ に 、 そ れ ぞ れ 基 づ く こ と と す る 。  

２ ． 当 室 責 任 者 は 、 研 修 内 容 の 最 新 性 、 適 切 性 を 図 る た め に そ れ ぞ れ の

研 修 カ リ キ ュ ラ ム お よ び 使 用 す る テ キ ス ト 、 教 材 の 維 持 管 理 並 び に 講 師

の 能 力 向 上 に 努 め る も の と す る 。  

 

（ 研 修 テ キ ス ト ）  

第 １ ０ 条  要 員 の 研 修 に 使 用 す る テ キ ス ト お よ び 教 材 は 、 表 ３ ま た は 表 ４ そ

れ ぞ れ の 「 テ キ ス ト 」 欄 に 掲 げ る も の と す る 。 こ れ ら の テ キ ス ト お よ び

教 材 の 内 容 は 、 ガ イ ド ラ イ ン 、 製 品 分 類 別 基 準 制 定 規 程 、 シ ス テ ム 認 定

規 程 お よ び デ ー タ 検 証 規 程 (R-0 7- 0 5 )に 整 合 し た も の で な け れ ば な ら な い 。  
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（ 研 修 の 講 師 ）  

第 １ １ 条  当 室 の 責 任 者 は 、 当 室 ま た は 要 員 資 格 者 の 中 か ら 、 次 の 要 件 を 満

た す 者 を 研 修 の 講 師 に 選 任 す る も の と す る 。  

①  Ｌ Ｃ Ａ 手 法 を 熟 知 し 実 施 で き る こ と 。  

②  エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル の 制 度 の 詳 細 を 承 知 し て こ と 。  

③  製 品 環 境 デ ー タ 集 積 シ ス テ ム 認 定 審 査 ま た は デ ー タ 検 証 の 経 験 を

２ 回 以 上 有 し て い る こ と 。  

 

（ シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 ）   

第 １ ２ 条  シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 は 、 エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル の 制 度 の 詳 細 、

製 品 環 境 デ ー タ 集 積 シ ス テ ム お よ び そ の 要 求 事 項 の 詳 細 、 シ ス テ ム 認 定

審 査 の 方 法 お よ び 手 続 並 び に シ ス テ ム 認 定 審 査 員 が 遵 守 す べ き 倫 理 に 関

す る 知 識 と 実 行 能 力 を シ ス テ ム 認 定 審 査 員 資 格 候 補 者 に 指 導 ・ 教 授 す る

こ と を 目 的 と し て 行 う も の と す る 。  

２ ． シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 の 形 態 、 １ 研 修 当 た り の 受 講 者 の 定 員 、 研

修 時 間 、 研 修 の 時 間 割 お よ び 講 師 の 数 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

①  研 修 形 態   ： 座 学 と 演 習 の 組 合 せ と し 、 演 習 に 要 す る 時 間 が 全

研 修 時 間 の 過 半 を 越 え る も の と す る 。  

②  受 講 者 の 定 員 ： １ 研 修 当 た り ６ 名 以 上 １ ８ 名 以 下 と す る 。  

③  研 修 時 間   ： 休 憩 、 昼 食 お よ び 懇 親 会 の 時 間 を 除 き １ ３ 時 間 と

す る 。  

④  研 修 の 時 間 割 ： 表 ３ の 「 時 間 」 の 欄 に 示 す と お り と す る 。  

⑤  講 師 等 配 置 数 ： 座 学 研 修 に お い て は 講 師 １ 名 と し 、 演 習 に お い て

は 講 師 ２ 名 と す る 。 ま た 、 研 修 中 は 必 ず 当 室 役 職 員 １ 名 を 常 時 配 置

す る も の と す る 。  

 

（ 検 証 員 研 修 ）  

第 １ ３ 条  検 証 員 研 修 は 、 エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル の 制 度 の 詳 細 、 エ コ リ ー フ

環 境 ラ ベ ル の 製 品 環 境 デ ー タ お よ び そ れ に 係 わ る 要 求 事 項 の 詳 細 、 検 証

の 方 法 お よ び 手 続 並 び に 検 証 員 が 遵 守 す べ き 事 項 に 関 す る 知 識 と 実 行 能

力 を 検 証 員 資 格 候 補 者 に 指 導 ・ 教 授 す る こ と を 目 的 と し て 行 う も の と す

る 。  

２ ． 検 証 員 研 修 の 形 態 、 １ 研 修 当 た り の 受 講 者 の 定 員 、 研 修 時 間 、 研 修

の 時 間 割 お よ び 講 師 の 数 は 、 以 下 の と お り と す る 。  

①  研 修 形 態   ： 座 学 と 演 習 の 組 合 せ と し 、 演 習 に 要 す る 時 間 が 全

研 修 時 間 の 過 半 を 越 え る も の と す る 。  

②  受 講 者 の 定 員 ： １ 研 修 当 た り ６ 名 以 上 １ ８ 名 以 下 と す る 。  

③  研 修 時 間   ： 休 憩 、 昼 食 お よ び 懇 親 会 の 時 間 を 除 き １ ３ 時 間 と
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す る 。  

④  研 修 の 時 間 割 ： 表 ３ の 「 時 間 」 の 欄 に 示 す と お り と す る 。  

⑤  講 師 等 配 置 数 ： 座 学 研 修 に お い て は 講 師 １ 名 と し 、 演 習 に お い て

は 講 師 ２ 名 と す る 。 ま た 、 研 修 中 は 必 ず 当 室 役 職 員 １ 名 を 常 時 配 置

す る も の と す る 。  

 

（ 研 修 実 施 場 所 ）  

第 １ ４ 条  当 室 は 、 研 修 実 施 に 当 た っ て は 、 採 光 や 静 穏 が 確 保 さ れ 演 習 や グ

ル ー プ 討 論 が 実 施 可 能 な 設 備 と 収 容 ス ペ ー ス を 備 え た 会 場 を 手 配 し な

け れ ば な ら な い 。  

 

（ 研 修 結 果 の 評 価 ）  

第 １ ５ 条  要 員 研 修 の 受 講 者 は 、 次 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に の み 修 了 と さ れ 、

修 了 証 書 （ 試 験 ・ 研 修 様 式 １ ） が 交 付 さ れ る 。  

①  全 研 修 時 間 の ９ ０ ％ 以 上 を 出 席 す る こ と 。  

②  演 習 に お け る パ フ ォ ー マ ン ス が 要 員 と し て 適 格 な も の と 評 価 さ れ

る こ と 。  

２ ． 前 項 ② を 確 実 な も の に す る た め 、 研 修 の 講 師 は 所 定 の チ ェ ッ ク シ ー

ト （ 試 験 ・ 研 修 様 式 ２ ） を 使 用 し て 、 受 講 者 １ 人 １ 人 の 演 習 に お け る パ

フ ォ ー マ ン ス を 評 価 す る も の と す る 。  

３ ． 前 項 の 講 師 の 評 価 結 果 は 、 研 修 終 了 後 に 当 室 責 任 者 に 提 出 さ れ 、 当

室 責 任 者 と 当 該 講 師 の 協 議 に よ っ て 要 員 と し て の 適 格 性 を 最 終 評 価 す る

も の と す る 。  

４ ． 当 室 は 、 前 項 に よ り 要 員 と し て 適 格 と さ れ た 受 講 者 に は 当 該 研 修 修

了 の 旨 を 、 不 適 格 と さ れ た 受 講 者 に は 不 適 格 の 理 由 お よ び 次 回 研 修 に 関

す る 情 報 を 記 し た 研 修 結 果 通 知 書 （ 試 験 ・ 研 修 様 式 ３ ） を 送 付 す る 。  

 

 

付 則  （ 改 訂 履 歴 ）  

 本 規 程 は 、 平 成 14 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

本 改 訂 は 、 平 成 17 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  

本 改 訂 は 、 平 成 18 年 7 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  
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別 表 １  環 境 マ ネ ジ メ ン ト （ Ｅ Ｍ ） 試 験 問 題 作 成 基 準  

 

N o .  科 目  出 題 の 内 容  出 題 数  保 有 数  

１  

Ｅ Ｍ の 基 本

概 念 お よ び

枠 組 み  

1 )  Ｅ Ｍ の 基 本 概 念 に 係 わ る 事 項  

・ 持 続 的 発 展  

・ 循 環 型 経 済 社 会  

2 )  Ｅ Ｍ を 支 え る 技 術 、 手 法 の 概 要 に 係 わ る 事 項  

２ 問  ６ 問  

２  
Ｅ Ｍ が 求 め

ら れ る 背 景  

1 )  Ｅ Ｍ の 概 念 が 生 ま れ た 背 景 に 係 わ る 事 項  

・ 地 球 環 境 問 題    ・ 地 域 環 境 問 題  

2 )  気 候 変 動 枠 組 条 約 等 Ｅ Ｍ を 取 巻 く 経 済 ・ 社 会 動

向 に 係 わ る 事 項  

3 )  我 が 国 の 環 境 法 制 度 に 関 わ る 事 項 （ 循 環 型 社 会

推 進 基 本 法 、 リ サ イ ク ル 関 連 法 、 グ リ ー ン 購 入

法 な ど 製 品 関 連 法 体 系 を 前 面 に 出 す こ と 。 ）  

２ 問  ６ 問  

３  

Ｅ Ｍ の 関 連

手 法 の 構 成

お よ び 各 手

法 の 概 要  

1 )  Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ０ ０ シ リ ー ズ 規 格 の 構 成 、 概 要 に

係 わ る 事 項  

2 )  組 織 の 環 境 管 理 に 関 す る 手 法 に 係 わ る 事 項 （ Ｅ

Ｍ Ｓ 、 Ｅ Ａ 、 Ｅ Ｐ Ｅ 、 環 境 管 理 会 計 、 環 境 ﾚ ﾎ ﾟ ｰ ﾃ

ｨ ﾝ ｸ ﾞな ど ）  

3 )  製 品 ・ サ ー ビ ス に 関 す る 手 法 に 係 わ る 事 項 （ Ｌ

Ｃ Ａ 、 Ｄ ｆ Ｅ 、 環 境 ラ ベ ル 、 環 境 効 率 ）  

６ 問  １ ８ 問  

４  
製 品 の 環 境

側 面  

1 )  I S O 1 4 0 0 1 の 「 環 境 側 面 」 の 特 定 方 法 お よ び 評 価

方 法 に 係 わ る 事 項  

2 )  製 品 の 環 境 側 面 に 係 わ る 事 項  

3 )  製 品 の 生 産 技 術 に 係 わ る 事 項 （ プ レ ス ・ 切 削 、

成 型 ・ 実 装 、 表 面 処 理 、 加 工 組 立 等 の 基 礎 技 術

に 関 す る こ と 。 ）  

4 )  製 品 の 生 産 管 理 に 係 わ る 事 項 （ 製 造 フ ロ ー 、 設

備 、 投 入 エ ネ ル ギ ・ 資 源 、 排 出 に 関 す る こ

と 。 ）  

5 )  製 造 プ ロ セ ス 解 析 に 係 わ る 事 項  

１ ０ 問  ３ ０ 問  

 
合 計  

 
２ ０ 問  ６ ０ 問  
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別 表 ２  Ｌ Ｃ Ａ 試 験 問 題 作 成 基 準  

 

N o .  科 目  出 題 の 内 容  出 題 数  保 有 数  

１  

Ｌ Ｃ Ａ の

概 要 と  

意 義  

(記 述 式 ) 

1 )  Ｌ Ｃ Ａ の 基 本 概 念 に 係 わ る 事 項  

・ 概 念   ・ 用 途 /有 効 性   ・ 限 界 /注 意 点  

2 )  Ｉ Ｓ Ｏ １ ４ ０ ４ ０ 規 格 シ リ ー ズ に 係 わ る 事 項  

・ 主 要 用 語   ・ 規 格 の 構 成  

２ 問  ６ 問  

２  

Ｌ Ｃ Ａ  

の 手 法  

(記 述 式 ) 

1 )  「 Ｌ Ｃ Ａ 調 査 の 目 的 と 範 囲 の 設 定 」 に 係 わ る 事

項  

2 )  「 Ｌ Ｃ Ｉ 分 析 」 に 係 わ る 事 項  

3 )  「 Ｌ Ｃ Ｉ Ａ 」 係 わ る 事 項  

4 )  「 ラ イ フ サ イ ク ル 解 釈 」 に 係 わ る 事 項  

5 )  「 ク リ テ ィ カ ル レ ビ ュ ー 」 に 係 わ る 事 項  

６ 問  １ ８ 問  

３  

Ｌ Ｃ Ａ  

の 応 用  

(記 述 式 ) 

1 )  環 境 ラ ベ ル へ の 応 用 に 係 わ る 事 項  

2 )  他 の 手 法 （ 例 ： Ｌ Ｃ Ｃ 、 Ｄ ｆ Ｅ 、 環 境 効 率 な

ど ） と の 関 係 に 係 わ る 事 項  

3 )  マ ー ケ ッ ト ･製 品 戦 略 ／ プ ロ セ ス 改 善 等 に 係 わ る

事 項  

２ 問  ６ 問  

４  計 算 問 題  

1 )  Ｌ Ｃ Ｉ 計 算 ： ・ ア ロ ケ ー シ ョ ン 重 点 の 計 算 問 題

（ 重 量 基 準 ／ 価 額 基 準 な ど ）  

・ デ ー タ 加 工 計 算 問 題  

2 )  Ｌ Ｃ Ｉ Ａ 計 算 ： 特 性 化 係 数 計 算 問 題  

２ 問  ６ 問  

 合   計   １ ２ 問  ３ ６ 問  
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別 表 ３  デ ー タ 検 証 員 研 修 カ リ キ ュ ラ ム
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別 表 ４  シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 カ リ キ ュ ラ ム  

 

1 日 目  

N o .  科 目  所 要  内 容  資 料  

Ⅰ  ガ イ ダ ン ス  2 0 分  
概 要 説 明  シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 プ ロ グ ラ ム  

自 己 紹 介  シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 受 講 者 名 簿  

Ⅱ  
エ コ リ ー フ の

概 要  

2 0 分  

＜ エ コ リ ー フ に つ い て ＞  

1 .  エ コ リ ー フ の 仕 組 み  

P C R ～ W G ～ 委 員 会 ～ 登 録 ・ 公 開  

2 .  エ コ リ ー フ の 構 成  

P E A D 、 P E I D S 、 製 品 デ ー タ シ ー ト 、 そ

の 他 補 助 資 料  エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル 実 施 ガ イ ド ラ イ ン  

シ ス テ ム 認 定 規 程  

2 0 分  

＜ ラ ベ ル 検 証 に つ い て ＞  

1 .  ラ ベ ル 検 証 の 目 的  

2 .  ラ ベ ル の 構 成 と そ の 検 証 の 仕 組 み  

2 0 分  

＜ シ ス テ ム 認 証 に つ い て ＞  

1 .  シ ス テ ム 認 定 の 目 的  

2 .  シ ス テ ム 認 定 の 仕 組 み  

休 憩  1 0 分    

Ⅲ  
審 査 員 へ

の 要 求  
1 5 分  

「 倫 理 規 程 」 の 説 明  エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル 実 施 ガ イ ド ラ イ ン  

エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル 倫 理 規 程  

シ ス テ ム 認 定 審 査 員 及 び 検 証 員 遵 守 規

程  

苦 情 ・ 紛 争 処 理 規 程  

審 査 の 一 連 の 作 業 流 れ と 、 審 査 後 の 実 施

事 項 に つ い て の 説 明  

Ⅳ  P C R  3 5 分  P C R 要 求 事 項 の 説 明  
エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル 実 施 ガ イ ド ラ イ ン

（ P C R 要 求 事 項 ）  

昼 休 み  6 0 分    

Ⅴ  
シ ス テ ム の

要 求 事 項  
7 5 分  

「 シ ス テ ム 構 築 上 の 要 求 事 項 」 の 各 項 目 の

説 明 と 質 疑  
製 品 環 境 デ ー タ 集 積 シ ス テ ム 要 求 事 項  

Ⅵ  
審 査 と そ の

手 順  
7 5 分  

「 審 査 マ ニ ュ ア ル 」 を 使 っ て 審 査 の 具 体 的 対

象 と 基 準 の 説 明  
シ ス テ ム 認 定 審 査 実 施 マ ニ ュ ア ル  

休 憩  1 0 分    

  

1 5 分  
「 審 査 結 果 評 定 」 、 「 審 査 結 果 報 告 書 」 の

書 類 作 成 に つ い て の 説 明 。  

シ ス テ ム 認 定 審 査 シ ー ト  

シ ス テ ム 認 定 審 査 結 果 評 定  

シ ス テ ム 認 定 審 査 報 告 書  

シ ス テ ム 認 定 申 請 書  

2 5 分  
サ イ ト 審 査 を 実 施 す る 場 合 の や り 方   

ラ ベ ル の 内 容 と 確 認 の や り 方  エ コ リ ー フ 環 境 ラ ベ ル 実 施 ガ イ ド ラ イ ン  

Ⅶ  小 論 文  4 0 分  テ ー マ に 基 づ く 論 文  小 論 文  

 

2 日 目  

N o .  科 目  所 要  内 容  資 料  

Ⅷ  審 査 演 習  8 0 分  

＜ 書 類 審 査 ＞  

ダ ミ ー 書 類 （ 「 エ コ リ ー フ マ ニ ュ ア ル 」 と 一 部

「 規 程 」 ） の 確 認 と 審 査 。 （ 各 自 実 施 ）  

エ コ リ ー フ マ ニ ュ ア ル  

エ コ リ ー フ 個 別 規 程 （ 5 規 程 ）  

休 憩  1 0 分    

  6 0 分  

＜ G r 内 書 類 審 査 ＞  

各 自 審 査 結 果 に 基 づ く 、 G r 内 審 査 と G r

単 位 で の 「 審 査 結 果 評 定 」 作 成 。  

（ G r 毎 の 実 施 ）  

シ ス テ ム 認 定 審 査 シ ー ト  

シ ス テ ム 認 定 審 査 結 果 評 定  

昼 休 み  6 0 分    

  

6 0 分  

＜ 審 査 結 果 の 評 価 ＞  

G r 間 討 論 。 （ 審 査 結 果 の 突 合 せ と G r と し

て の ま と め ）  

シ ス テ ム 認 定 審 査 シ ー ト  

シ ス テ ム 認 定 審 査 結 果 評 定  

3 0 分  
審 査 報 告 書 作 成  

（ G r 毎 の 実 施 ）  
シ ス テ ム 認 定 審 査 報 告 書  

休 憩  1 0 分    

  8 0 分  
審 査 結 果 発 表 ／ コ メ ン ト  

講 師 に よ る 評 価 と 解 説  
（ シ ス テ ム 認 定 審 査 員 適 性 評 価 ）  

Ⅸ  
ア ン ケ ー ト

記 入  
2 0 分  本 研 修 に つ い て の ア ン ケ ー ト  シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 受 講 ア ン ケ ー ト  

Ⅹ  
ク ロ ー ジ ン

グ  
4 0 分  

全 体 に つ い て の 質 疑 応 答   

今 後 の 予 定   

研 修 を 終 了 し て の 感 想   

終 了 の 挨 拶   
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試 験 ・ 研 修 様 式 １ (F-3 3 - 0 2 )  エ コ リ ー フ 要 員 研 修 修 了 証  
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試 験 ・ 研 修 様 式 ２ (F-3 4 - 0 1 )  要 員 研 修 チ ェ ッ ク シ ー ト  

  

(製 品 デ ー タ 検 証 員 研 修 チ ェ ッ ク シ ー ト ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(シ ス テ ム 認 定 審 査 員 研 修 チ ェ ッ ク シ ー ト ) 

 

システム認定審査員適正評定書

評定
 1. システム認定審査に優、良、可の３段階
 2. 小論文：優（80点以上）、良（60点以上）

   可：（60点未満）の３段階

総合

評定

小論文
No 研修員氏名

システム認定審査（演習）

                        コメント                 評定                         コメント                 評定

平成14年      月      日

評
定
者

 所属

 氏名

日  時  ／ 場   所

判定員所属

判定員氏名

内容 判定 内容 判定

判定員コメント

検証行為

判
定

判定委員会対応
研修員氏名Ｎｏ

総合
判定

審 議 委 員 会 対 応  
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試 験 ・ 研 修 様 式 ３ (F-3 5 - 0 3 )  エ コ リ ー フ 研 修 結 果 通 知 書  

 

20 年 月 日

社団法人産業環境管理協会 エコリーフ事業室

研修コース(○印) 製品環境データ集積システム認定審査員

製品環境データ検証員 ( 外部検証員 内部検証員)

20 年 月 日 ～ 月 日

　

　

　

　

　
　

文書管理番号(対応規程番号)：F-35-03 (R-13-03)

エコリーフ環境ラベル　研修結果通知書

　殿

あなたが受講されましたエコリーフ環境ラベル要員のための研修結果をご連絡いたしま
す。

　本通知に対する異議、質問等は、受領後10日以内にエコリーフ事業室 (ecoleaf@jemai.or.jp) にお願

いします。

受講日

判定(○印)

　エコリーフ環境ラベルプログラム要員として適格と判定します。本通
知書発行から２年以内の申請により資格登録が可能です。

　下記理由により、エコリーフ環境ラベルプログラム要員として不適格
と判定します。

（備考）

 

 


